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IELTS (International English Language Testing System) は、英語圏における就学や就労
を希望される方の英語能力測定を目的として考案された試験です。	

IELTSは、世界140か国以上の10,000を超える大学、企業、職能団体、移民局、その他の政
府機関などで世界各地の9,000を超える組織が認定し、採用されています。IELTSスコア
を採用している団体リストは、IELTSessentials.com/whoacceptsにてご確認いただけ
ます。

利便性
IELTSは140以上の国の1,200以上の会場においてひと月に最大4	回
（ペーパーの場合。コンピューターの場合は会場によってはほぼ毎
日）実施されています。お住いの地域の試験日については最寄りの
IELTSテストセンターにお問い合わせ下さい。IDPのIELTS開催地の
一覧は、ieltsjp.com/ielts-test-datesにてご確認下さい。
グローバルなテスト
IELTSの試験問題は、国際性に重点を置き作成されています。たとえ
ば、テキストやタスクは、英語圏各地の出版物から引用されており、リス
ニングテストではさまざまなネイティブスピーカーのアクセント（北アメ
リカ、オーストラリア、ニュージーランドなど）が使用されています。また、
筆記テストおよびスピーキングテストでは各国の多様性を尊重した解
答が認められています。	
信頼性のあるテスト	
IELTSは、言語評価における世界でも有数の専門家によって開発され
ており、徹底的な研究、検証、開発プログラムによって高い信頼性を実現
しています。
テストのレベル
IELTSは、幅広いレベルで英語のスキルを評価するように設計されてい
ます。IELTSに合格や不合格というものはありません。結果は、1（最低）
〜9（最高）までの段階評価で示されます。
コンピューターで受験するIELTS

ペーパー又はコンピューターで受験するかを選ぶことが出来ます。
コンピューターで受験するIELTSはより多くのテスト日や時間帯が設定
されているため、ご都合のよい日時を選択することが出来ます。
・試験結果はテストの5〜7日後
・対面式のスピーキングテスト
コンピューターで受験するIELTSを実施しているテストセンターや、ご予
約方法など、より詳しい情報はieltsjp.comでご確認いただけます。

IELTS for UK Visas and Immigration

英国ビザ取得および移住を目的にIELTSを受験さ
れる場合は、IELTSessentials.com/ukを予めご
確認ください。英国への渡航や滞在に関する詳細
は、www.gov.ukをご覧ください。 
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2つのテストタイプ

IELTSには、アカデミック（Academic）とジェネラル・トレーニング（General Training）の2種類のバージョンがあります。IELTSを採用する各機関は、通常、
どちらのバージョンのIELTSが申請に必要かを指定しています。アカデミック、ジェネラル・トレーニングのいずれも受付けている機関もあります。どちらを
受験すべきか不明な場合は、申請先の機関に連絡して要件を確認してください。
アカデミックとジェネラル・トレーニングの両方とも、障がいを理由とした免除以外、リスニング、リーディング、ライティング、スピーキングの4つのスキルが
テストされます。４つのスキルのうちリスニングとスピーキングはIELTSアカデミックとジェネラル・トレーニングテストで共通ですが、リーディングとライテ
ィングの問題は異なっています。
リスニング、リーディング、ライティングのテストは、必ず一日で完了します。但し、各テストの順番が異なっている場合があります。コンピューターで受験す
るIELTSはリスニング、リーディング、ライティングテストの順番です。ペーパーで受験するIELTSの順番はライティング、リーディング、リスニングの順番にな
ります。スピーキングテストは、他の3つのテストと同日又は前後7日間以内に行われます。
※下記のチャートはペーパーで受験するIELTSの順番となります。

* リスニングとスピーキングの構成は、IELTSアカデミックとIELTSジェネラル・トレーニングで同一です。

テスト申込前に、IELTSアカデミックと	IELTSジェネラル・トレーニングの違いを理解する

リスニング* (30分)

• ４題（文章と会話）
リスニング*	 (30分)

• ４題（文章と会話）

リーディング	(60分)

• セクション1は、英語圏での日常生活に関連した
２〜3つの短文の出題

• セクション2は、仕事に関連した２つの短文の出題
• セクション3は、一般的なテーマの比較的長い文章の出題

• 実際の掲示、広告、会社のハンドブック、公的文書、
本、新聞からの抜粋など、実践的な文章を使用

スピーキング*	(11～14分)
•	試験官との１対１のインタビュー形式

•	短い質問、身近なテーマについての詳細なスピーチ、	
質疑応答形式のディスカッション

スピーキング*	(11～14分)
•	試験官との１対１のインタビュー形式

•		短い質問、身近なテーマについての詳細なスピーチ、	
質疑応答形式のディスカッション

リーディング (60分)

•	さまざまな問題つきの３つの長文
•	文章には、図、グラフ、またはイラストを含む

•	文章は、書籍、定期刊行物、雑誌、新聞からの抜粋

IELTSアカデミック IELTSジェネラル・トレーニング

ライティング	(60分)

•	タスク1：表	・	グラフ	・	チャート	・	図を要約	
・	解説・	説明	(最低150語)

•	タスク2：短いエッセイ（最低250語）

ライティング	(60分)

•	タスク1：手紙を書く課題(最低150語)
•タスク	2：短いエッセイ（最低250語）
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コンピューターまたはペーパーのどちらでIELTSを受験しても、IELTSが世界で
認められた高い信頼性のある英語能力テストであることに変わりありません。
どちらのフォーマットのIELTSも試験内容、試験時間、質問タイプ、採点基準、
あらゆる不正行為を防止するためのセキュリティ、対面式のスピーキングテスト、
成績証明書は同じです。
コンピューターで受験するIELTSは試験結果が早く受け取ることが出来ます。

2つのテストフォーマット
（ペーパーまたはコンピューター）

コンピューターで受験する IELTS ペーパーで受験する IELTS

試験方法 リスニング
リーディング
ライティング

スピーキング
ʢ試験とର໘式ʣ

試験結果 試験日かΒ�～�日ޙ 試験日かΒ1�日ޙ

ਃࠐ方法 Ieltsresistration.comかΒは
コンピϡーターのアイコン
をクリックして予

Ieltsresistration.comかΒは
ϖーύーのアイコン
をクリックして予

試験ؒ࣌ リスニング
リーディング
ライティング
スピーキング
˞リスニングテストのޙ࠷に�分間のݟし時間が
　あります。

ライティング
リーディング
リスニング
スピーキング
˞リスニングテストのޙ࠷のղసه時間10分を
　ؚΈます。

ʢ�0分ʣ˞
ʢ60分ð
ʢ60分ʣ
ʢ11～14分ʣ

ʢ60分ʣ
ʢ60分ð
ʢ40分ʣ˞
ʢ11～14分ʣ

ライティング
リーディング
リスニング
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NO

スタート

ࣗ分は
コンピϡーターに

詳しい方だ

いつもܞଳ・
スϚϗを

าいているͪ࣋

しっかりܭըを
立てたいʁ

流れにせるʁ

すより
タイピング

する方がい

จࣈೖ力の時に
使うࢦはʁ

ը໘上で
ԿかをಡΉことは

ۤになΒない

YES

YES

YES

YES

YES

新ฉ

オンライン

NO

NO NO

NO

৽しいことに
ઓすることが

き

時々スϚϗや
1$なしのੜ׆が

したくなる

やることを
1日でҰؾに
ऴわΒせるʁ

時間をかけて
Ώっくりʁ

Կࣄにもスピーディなあなたには
「コンピューターで受験するIELTS」

いていますɻ͕

ԿࣄにもॱԠで͖るあなたは	
「コンピューターで受験するIELTS」

「ペーパーで受験するIELTS」
྆方ともいていますɻ

手書͖に׳れしんでいるあなたは	
「ペーパーで受験するIELTS」

いていますɻ͕

ニϡースをಡΉなΒ
オンラインʁ

৽ฉʁ

ख書きに
ࣗ৴がない

ը流れにͤる　ܭ 2ຊ1�ຊΏ くͬりҰؾに

コンピューターで受験するIELTSについてのৄしい情報は	
IELTSessentials.com/oncomputer

どちらのフォーマットで受験する？
ペーパーそれともコンピューター？
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IELTSの成績は4つのスキル（リスニング、リーディング、ライティング、スピーキング）ごとに、	
1(最低）から9（最高）の段階評価で示されます。各スキル毎の個別バンドスコアと総合評価と
してのオーバーオール・バンドスコアは、0.5刻み（例えば、6.0、6.5、7.0、7.5など）で示さ
れます。

エキスパートユーザー 英語を自由自在に使いこなす能力を有する。適切、正確、流暢、完全な理解力もある。

不正確さや不適切さがみられるが、英語を自由自在に使いこなす能力を有している。	
慣れない状況下では誤解が生ずる可能性もある。込み入った議論にも対応できる。

不正確さや不適切さがみられ、また状況によっては誤解が生ずる可能性もあるが、英語を
使いこなす能力を有する。複雑な言葉遣いにも概ね対応でき、詳細な論理を理解できる。

不正確さ、不適切さ、誤解もみられるが、概ね効果的に英語を使いこなす能力を有する。	
特に、慣れた状況下では、かなり複雑な言葉遣いの使用と理解ができる。

慣れた状況においてのみ、基本的能力を発揮できる。理解力、表現力の問題が頻繁にみ
られる。複雑な言葉遣いはできない。

非常に慣れた状況において、一般的な意味のみを伝え、理解することができる。コミュニ
ケーションの断絶が頻発する。

慣れた状況下で、その場の必要性に対処するため、極めて基本的な情報を片言で伝え
る以外、現実的なコミュニケーションをとることは不可能。英語の会話や文章を理解す
ることは困難である。

単語の羅列のみで、基本的に英語を使用する能力を有していない。

必要情報が提供されていない。

不完全だが英語を使う能力を有しており、ほとんどの状況でおおまかな意味を把握
することできる。ただし、間違いを犯すことも多い。
自身の専門分野では、基本的なコミュニケーションを取ることが可能。	

非常に優秀なユーザー

優秀なユーザー

有能なユーザー

中程度のユーザー

限定的なユーザー

非常に限定的なユーザー	

散発的ユーザー

非ユーザー	

試験放棄	

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

IELTS  

9段階評価
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ライティング	
テストのヒント

２つのパートに分かれています。一般時事がテーマです。
タスク1:	与えられた状況にあわせて、情報を要求したり、状況を説明する手紙
を書くように求められます。手紙は、個人的なものである場合もあれば、セミ
フォーマル、フォーマルな文体を求められる場合があります。
タスク2:意見、論点、問題についてエッセイを書くように求められます。エッセ
イは、アカデミックライティング・タスク2と比較すると、個人的で、改まった文
体は求められません。タスク2は、タスク1の2倍の配点になります。	

ライティングテストの形式 – 
IELTSジェネラル・トレーニング：60分

２つのパートに分かれています。タスク1とタスク2に対する解答は、アカデミ
ックかつセミフォーマルかつニュートラルな文体で記述する必要があります。
タスク1:	 グラフ、表、図を提示され、情報を要約して自分の言葉で説明するよ
う求められます。データの選択と比較、プロセスの説明、オブジェクトの説明、
または何かがどのように作用するかを説明します。
タスク2:	 意見、論点、問題についてエッセイを書くことを求められます。タスク
2は、タスク1の2倍の配点になります。
問題は、学部や大学院に進学したり、職業登録を希望する受験者向けの一般
時事で、容易に理解できる内容です。

ライティングテストの形式 –  

IELTS アカデミック：60分

1. ライティングテストでは、解答や意見に正解や不正解がありません。試験
官は、皆さんが英語を使用して情報を報告したり、考えを表現することへ
の習熟度を評価します。

2. 質問を慎重に分析し、質問でカバーされているすべての点について解答
中で答えるようにします。

3. 最低字数制限に注意してください。タスク1で150字未満、タスク2で250
字未満で書くと、減点されます。

4. 試験官は、質問からそのまま書き写した単語を字数としてカウントしな
いため、自分の言葉を使用するように注意してください。

5. 両方のタスクは、メモ形式や箇条書きではなく、完全な文章の形で書か
なくてはなりません。段落の中で意見を順序立てて説明し、論点と根拠
が示されているかどうかが問われます。

6. 筆記試験で高スコアを取るために、長い文章を書く必要はありません。
文章が長すぎると、一貫性がなくなり、文法のコントロールが難しくなり
ます。

7. アカデミックライティング・タスク1では、グラフ、表、図に表示されたデー
タから関連情報を選択して比較する必要があります。導入部では、質問
から文章をそのまま書き写さないでください。自分自身の言葉を使いま
しょう。データの解析や根拠を挙げる必要はありません。事実に基づい

た解答を心がけましょう。
	8. アカデミックライティング・タスク2ではエッセイを書きます。書き始める
前に、エッセイの構成を考えるようにしてください。導入部、根拠や意見
の裏付となる考え、論旨を説明するための実例、論説した情報に基づい
た結論を書く力が問われます。

9. タスク2の論文を書く時間は40分間です。書き始める前に、解答を整理す
るために最大5分を費やしましょう。また、最後に5分程度を残し、解答を
見直して間違いをチェックしてください。

10. アカデミックライティング・タスク2のエッセイでは、見解や視点を可能な
限り明確にしてください。最後の段落では、それまでに書かれている論旨
と一致する結論を示さなければなりません。

11. ライティングテストの模範解答の丸暗記は役に立ちません。試験官は、	
解答が質問のテーマと一致しないことにすぐ気づきます。

12. 多くの受験生が単数形と複数形の名詞を混同する傾向にあります。たと
えば、多くの名詞は複数形にする場合、「students」「journals」「articles」
「issues」のように、「s」を付け加えます。筆記する際にはこの点に注意し
ましょう。

13. 単語の綴りに注意してください。標準的なアメリカ、オーストラリア、イギ
リスのスペルはIELTSでは許容されています。

ヒント
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ieltsjp.com/study-for-ielts/practice-test

 試験は３つのセクションに分かれています。
セクション1:	2〜3の短い事実に即した文章から出題されます。そのうちの1つ
は複数の文章が混合されています（例えばホテル広告など、テーマに関連し
た6〜8の短い文章で成り立っています）。テーマは、英語圏の国での日常生
活に関するものです。
セクション2:	仕事関連（例：応募、会社の方針、賃金と就業条件、職場施設、職
員の育成とトレーニング）に焦点を当てた２つの短い文章から出題されま
す。
セクション3:一般的なトピックを扱った、比較的長めで複雑な文章から出題
されます。
どのセクションも、実際に使用されている掲示や、広告、会社のハンドブック、
公的文書、本、雑誌、新聞などからの文章の抜粋です。

リーディングテストの形式	–	
IELTSジェネラル・トレーニング：60分	

3つのセクションに分かれており、各セクションには長文が一つ含まれてい
ます。
リーディングテストの文章はすべて実際に使用されている書籍、雑誌、新聞か
らの抜粋です。	テーマは、専門家向けではなく、専門知識を有しない一般向
けの内容です。また、幅広い学術的な事柄のため、高スコアを取るために専
門知識は必要ありません。
リーディングテストの文章は、大学または大学院に進学する方、または就労
を希望する受験者にも適した内容です。
リーディングテストの文章は、説明的で事実を述べるものから、推論的で分析
を要するものまで様々です。文章には、表、グラフ、イラストなどの非言語的な
要素が含まれる場合があります。
文章に専門用語が含まれる場合、簡単な注釈がつけられます。

リーディングテストの形式 – 
IELTS アカデミック：60分

1.  リーディングテストのスコアを上げるには、さまざまな英語のテキス
トを読む練習が必要です。これにより、速読能力の向上に役立ちま
す。

2. まず、すべての質問を注意深く読んでから、文章を読んでください。
これにより、答えを導くのが容易になります。読み進む中で正解と思
う回答にアンダーラインを引きます。

3. 文章を読むにあたりおおよその内容を把握するためにまず文章全
体にざっと目を通します。分からない言葉について気にする必要は
ありません。次に、各質問をもう一度読んで、文章のどの部分を精読
する必要があるかを決めます。

4. 読解文章中には、質問に答えるために必要な情報が必ず含まれて
います。テーマに関する自分の知識を使用する必要はありません。

5. 質問や読解中の文章から単語をそのまま答えに使用する場合は、正
確なスペルでなければならないことに注意してください。

6.	 リーディングテストには、文章の全体的な理解を確認する質問が含
まれることがあります。例えば、ある文章のテーマが何であるかを質
問されたりします。各文章の主旨の理解に役立つよう、各段落のキ
ーワードや要点に下線を引くようにしてみてください。

7. 読む際には、キーワードを丸で囲んでください。たとえば、読解文章
中に地名や日付がたくさん含まれる場合には、読み進む途中で丸で
囲んでください。そうすることで、後で質問に出てきた場合、細部を
見つけやすくなります。

8. 表にラベルを付けるように求められた場合は、必要な単語がテキス
トに含まれています。テキストからスペルを間違えないように慎重
にコピーしてください。

9. 解答できない質問がある場合、それらを飛ばして次の質問に進みま
す。これにより、慌てる事無く次の問題に進むことができます。時間
が余った場合、最後にそれらの質問に戻ります。

10. リーディングテストの解答は、質問用紙ではなく、解答用紙に記入し
てください。最後に解答を転記する時間はありません。（コンピュー
ターで受験するIELTSでは解答は直接コンピューターに入力します。）

ヒント

リーディング
テストのヒント

コンピューターでの無料サンプルテストは以下から 
IELTSessentials.com/oncomputer



10 IELTSサポートツール

リスニング	
テストのヒント

1.  各パートの開始時、音声が流される前に、そのパートの質問を慎重
に読んでください。これにより、問題の流れが理解でき、答えを導く
のに役立ちます。

2.	 パートの終了後は、直前のパートについてあれこれ心配せず、気持
ちを切り替えて次のパートの質問を読みましょう。

3.	 解答を選択肢から選ぶ場合もあります。候補となる解答は、アルファ
ベット順に並べられていることがあっても、必ずしも問題の中で順
番に出てくるとは限りません。

4.	 字数制限に注意してください。「2語以上の単語を書かないこと」とい
う指示がある場合に2語以上の単語を書いてしまうと、たとえその中
の単語が正しい場合であっても、不正解になります。

5.	 質問の中で、キーワードまたは同義語（別の単語と同じ、もしくは、ほ
ぼ同じ意味を持つ単語）を聞き取るようにすると回答を導きやすく
なります。たとえば、「彼女はジムに行ってテニスをするのが好きで
す」というフレーズがあったとします。回答では「彼女は活発な人で
す」というようになります。

6.	 音声の中で単語の綴りが読み上げられ、それを書き取る問題があり
ます。正答するには、英語のアルファベットとそれぞれの文字がどの
ように発音されるかを知っておく必要があります（たとえば、「W」は
「double-u」と発音されます）。

7. 音声のどの部分を聞いているのかを示す単語を慎重に聞きとって		
ください。例えば「まず第一に」「次のポイントは」「要約すると」	 など
を注意して聞き取りましょう。

8. 音声を聞きながら、該当しない選択肢を消去することにより正答を
絞り込みやすくなります。

9.		 日付を解答として記入する問題の場合は、正しい記載方法が複数あ
ることを念頭に置いてください（24th April、April 24、24 Aprilはすべ
て正しい）。

10.  答えられない問題がある場合には飛ばして次の問題に進みましょ
う。そうすることでパニックにならずにすみます。最後に時間が残っ
た場合、それらの問題に戻りましょう。

11. 最後の音声が流された後、リスニングの問題用紙から解答用紙に解
答を転記する時間が10分あります。パートの合間に解答を解答用紙
に転記しないほうがいいでしょう。次のパートの試験の重要な情報
を聞き落としてしまう可能性があります。パート4の終わりまで待っ
て解答を転記してください。（コンピューターで受験するIELTSでは
解答は直接コンピューターに入力します。）

リスニングのパートは、IELTS（アカデミックとジェネラル・トレーニング）のど
ちらのバージョンでも同じで、４つのパーツに分かれています。音声は一度
だけ流されます。さまざまな登場人物の会話やネイティブスピーカーのアク
セントが使用されます。
パート 1: 日常生活における2人の人物による会話		(宿泊施設の予約など）。

パート 2: 日常生活におけるモノローグ（例	地域の施設に関する描写、または
会議の食事の手配に関する説明など）。
パート 3: 教育や研修現場での最大4人の会話（例　課題を議論し合う大学教
授と学生、またはプロジェクトを計画するグループ内での議論）。
パート 4: 学術的なテーマに関するモノローグ	(例	大学の講義)。

リスニングテストの形式：30分

ヒント
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スピーキングテストの内容は、IELTS（アカデミックとジェネラル・トレーニン
グ）の両方のバージョンで同じです。	3つのパートで構成されています。テスト
は録音されます。
パート1:	 自己紹介とインタビュー（4〜5分）。試験官の自己紹介の後、皆さん
自身の自己紹介をするように促され、本人確認が行われます。試験官は、身近
なテーマ（家族、仕事、研究、興味など）に関する一般的な質問をします。

パート2:スピーチ（3〜4分）。試験官から、特定のテーマについてのタスクカー
ドが渡されます。このタスクカードには、スピーチの中でカバーできるポイン
トも含まれています。準備時間が1分与えられ、メモ用に鉛筆と紙が渡されま
す。テーマについて1〜2分間話します。試験官は、そのテーマについて1つか
2つの質問をします。
パート3:ディスカッション（4〜5分）。試験官は、パート２のテーマに関連する
その他の質問をします。受験者は、より一般的な問題と意見について述べる
機会が与えられます。

スピーキングテストの形式：11～14分

スピーキング
テストのヒント

1.  スピーキングテストまでに、友人と、職場で、または電話で英語を練
習する時間を取ってください。また、試験中に自信を持って英語を話
せるように、自分のスピーチを録音して聞いてみましょう。

2.	 スピーキング試験には、正解や不正解はありません。試験官は受験
生が自分の考えや意見を英語でいかにうまく表現できるかを評価し
ます。

3.	 友人と話していると想像すれば、リラックスできます。意見そのもの
ではなく、英語の使い方が評価されることを念頭においてください。

4.	 試験官の質問で使用された言葉を繰り返さないようにしてくださ
い。自分の言葉を使い、力を発揮しましょう。

5.	 自然なペースで、はっきりと話しましょう。あまりにも速く話すと、間違
えたり、誤った発音をしてしまうことがあります。

6.	 可能な範囲で詳しく回答してください。「はい」「いいえ」だけの回答
は避けてください。それぞれの質問に対し、自分自身の経験を話し、
例も挙げたりして、詳しく回答するようにしましょう。試験官は、様々
な話題について詳しく話すことができるかどうかを聞き取ります。

7．	 スピーキング試験では、正しい時制を使用してください。質問に注意
深く耳を傾け、動詞のどの時制が使用されているかに注意を払って

ください。たとえば、その質問が「どのような種類の音楽が好きです
か？」(現在形)ならば、回答も現在形でなければなりません。	 (例「ポ
ップミュージックが一番好きです」)。長い回答の場合には他の時制
を使っても構いません。例	 「ずっとその音楽が好きだった訳ではあ
りませんが」)。

8.		 はっきり意味が分かるように、数字の発音を練習してください。た
とえば、多くの数字は発声したときと非常によく似ているため、
はっきり言うようにしてください。「Thirty」と「Thirteen」、「Forty」と
「Fourteen」、「Fifty」と「Fifteen」など。

9.	 あまり理解していない難解な語彙を使うよりも、一般的に使われて
いるシンプルな語彙を正確に使うようにしましょう。しかしながら、
高スコアを得るためには、より難解な語彙の使用方法を理解してい
ることを示す必要があります。

10.	パート２では、試験官からタスクカードと紙が渡されます。回答準備
時間は1分です。まずテーマについて考え、そして回答内容に最も適
した時制を決めてください。カードの質問と同じ時制を使用する必
要があります。

11.		できるだけ丁寧に回答し、答えの理由も挙げてください。これは、幅
広い語彙や文法を使用するのに役立ちます。

ヒント

無料のサンプルテストは以下から 
ieltsjp.com/study-for-ielts/practice-test

コンピューターでの無料サンプルテストは以下から 
IELTSessentials.com/oncomputer



12 IELTSサポートツール

９段階評価システム 公正な採点

高い基準をクリアした試験官による採点 グローバルな評価基準

IELTSは、9段階評価システムで試験結果を測定します。リスニング、リー
ディング、ライティング、スピーキングの4つのスキルの個別スコアと総
合的なオーバーオール・バンドスコアが1（最低）から9（最高）までの0.5
刻みで示されます。　　　

試験官は、受験生の個人的な詳細（以前に試験を受けていれば以前の
スコアを含む）を見ておりませんので、成績を匿名で公正に採点するこ
とが担保されています。また、試験のセクション毎に異なる試験官が採
点を行います。

皆様の試験結果は、高い基準をクリアした経験豊富な英語の専門家で
ある試験官が評価します。評価は明確な基準に沿って行われ、広範かつ
詳細なクオリティコントロールが行われています。

IELTSテストは、世界中で使用されている統一評価基準によって採点
されています。国によって、高い段階評価を受け取る可能性は全くあ
りません。

IELTS テストには合格、不合格がありません 。結果は、英語使用能力のレベルを表します。

英語能力の
評価方法

コンピューターまたはペーパーのどちらの形式で受験しても
世界で広く知られ、認知度・信頼度の高い英語能力テストを
受験していることに変わりありません。
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単
७
な
文
章
に
は
間
違
い
が

な
い
が
、複
文
構
成
は
めっ
た
に
な
い

・	
間
違
い
も
多
く、
誤
解
に
つ
な
が
るこ
とも
あ
る

・	
基
本
構
文
を
試
み
て
も
困
難
で
あっ
たり
、明
ら
か
にう
Ζ
֮

え
の
表
現
に
頼っ
てし
まう

・	
暗
記
表
現
以
外
は
、間
違
い
が
非
常
に
多
い

・基
本
構
文
を
作
成
で
き
な
い

・	
目
立っ
た
価
力
を
行
わ
ず
もし
くは
一
貫
性
を
ࣦ
わ
ず
に
詳
細
に
話
すこ
と
が

で
きる

・	
言
葉
が
理
由
で
時
ં
言
い
よど
む
こと
が
あり
、繰
り返
し
や
言
い
直し
が
あ
る

・	
幅
広
い
連
結
詞
や
ஊ
話
標
識（
文
と
文
との
論
理
的
関
係
を
示
すこ
と
ば
）を
ॊ

倗
に
使
用
で
きる
	

・	
時
ં
繰り
返し
、言
い
直し
、た
め
ら
い
が
見
ら
れ
、そ
の
た
め
一
貫
性
を
ࣦう
こ

と
が
あ
る
も
の
の
、す
す
ん
で
詳
細
に
話
す

・	
幅
広
い
連
結
詞
や
ஊ
話
標
識
を
使
用
で
きる
が
、不
適
切
な
使
用
も
あ
る

・	
通
常
は
途
切
れ
るこ
とな
く話
せ
る
が
、繰
り返
し
、言
い
直し
や
、た
め
ら
い
が

見
ら
れ
、か
つ
ʗ
ま
た
は
、話
し
続
け
よう
とす
ると
ス
ピ
ード
が
落
ちる

・	
特
定
の
連
結
詞
や
ஊ
話
標
識
を
過
度
に
使
用
する

・	
簡
単
な
話
は
流
暢
だ
が
、複
雑
な
コミ
ュ
ニ
ケ
ー
ショ
ンと
な
ると
流
暢
さ
に
問

題
が
み
ら
れ
る

・	
ݦ
ஶ
な
間
ִ
なし
に
は
受
け
答
え
が
で
き
ず、
話
す
速
度
が
遅
く、
繰り
返し
や

言
い
直し
が
多
々あ
る

・	
基
本
的
な
文
章
を
つ
な
げ
るこ
と
は
で
きる
が
、簡
単
な
連
結
詞
を
多
用し
、一

貫
性
が
ҡ
持
で
き
な
い

・	
途
切
れ
途
切
れ
に
話
す

・	
簡
単
な
文
章
を
つ
な
げ
る
能
力
に
限
界
が
あ
る

・	
簡
単
な
受
け
答
え
の
み
が
で
き、
基
本
的
な
メッ
セ
ー
ジ
を
伝
える
こと
さえ
も

で
き
な
い
こと
が
ԟ
々
にし
て
あ
る

・	
言
葉
の
前
に
た
い
て
い
長
い
間
ִ
が
あく

・	
コミ
ュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
が
ほ
とん
ど
取
れ
な
い

・	
コミ
ュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
が
全
く取
れ
な
い

・	
評
価
で
きる
言
語
を
発し
な
い

・	
受
験
をし
て
い
な
い

段
階

評
価

流
ெ

と͞Ұ
؏

性
語

ኮ
力

จ
法


ࣝと

正
確

͞
発

Ի
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段
階

評
価

՝
題

の
ୡ


度

Ұ
؏

性と
まと

まり
語

ኮ
力

จ
法


ࣝと

正
確

͞

・	
課
題
の
要
件
を
完
全
に
満
たし
て
い
る

・	
詳
細
説
明
を
含
む
回
答
が
明
確
に
記
述
さ
れ
て
い
る

・	
目
立
つ
こと
な
く自
然
に
接
続
詞
を
使
用し
て
い
る

・	
段
落
分
け
をう
まく
行っ
て
い
る

・	
幅
広
い
語
彙
を
単
語
の
特

を
生
かし
て
自
然
か
つ
洗
練

さ
れ
た
方
法
で
使
用
で
き、ܰ

ඍ
な
誤り
が
ま
れ
に「
うっ

かり
ى
こる
」

・	
様
々
な
構
文
を
非
常
に
ॊ
倗
か
つ
正
確
に
使
い
こな
すこ

と
が
で
き、
ま
れ
に
ܰ
ඍ
な
誤り
が「
うっ
かり
ى
こる
」

・	
様
々
な
構
文
を
使
用
で
きる

・	
総じ
て
間
違
い
の
な
い
文
章
を
書
くこ
と
が
で
きる

・	
間
違
い
や
不
適
切
さ
が
ま
れ
に
見
ら
れ
る

・	
様
々
な
複
雑
な
構
文
を
使
用
で
きる

・	
間
違
い
の
全
くな
い
文
章
を
書
け
るこ
と
が
多
い

・	
文
法
と
۟
読
点
をう
まく
使
い
こな
す
が
、依
然
とし
て
間

違
い
が
ଘ
在
する

・	
簡
単
な
構
文
と
複
雑
な
構
文
の
両
方
を
使
用
する

・	
文
法
と
۟
読
点
に
間
違
い
も
あ
る
が
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ

ン
に
ࢧ
障
の
出
るよ
うな
こと
は
めっ
た
に
な
い

・	
複
雑
な
構
文
の
使
用
は
限
定
的
で
あ
る

・	
複
雑
な
構
文
の
使
用
も
試
み
る
が
、簡
単
な
構
文
と比
較し

て
不
正
確
に
な
る
きら
い
が
あ
る

・	
文
法
や
۟
読
点
の
間
違
い
が
多
く、
間
違
い
の
た
め
読
み

づ
ら
い
こと
も
あ
る

・	
極
め
て
限
定
的
な
構
文
の
使
用
で
、複
文
構
成
は
めっ
た

に
な
い

・	
正
確
な
構
文
も
あ
る
が
、間
違
い
が
多
見
さ
れ
、۟
読
点
に

もし
ばし
ば
間
違
い
が
あ
る

・	
文
章
の
構
成
を
試
み
る
が
、文
法
と
۟
読
点
の
間
違
い
が

多
見
さ
れ
、意
味
が
緯
ۂ
さ
れ
てし
まう

・	
暗
記し
て
い
るフ
レ
ー
ズ
以
外
に
文
章
構
成
が
で
き
な
い

・	
文
章
構
成
が
全
くで
き
な
い

・	
正
確
な
意
味
を
伝
達
する
た
め
に
幅
広
い
語
彙
を
流
暢
か

つ
ॊ
倗
に
使
用
で
きる

・	
一
般
的
で
な
い
語
۟
をう
まく
使
用
で
きる
が
、単
語
の
選

択
や
組
み
合
わ
せ
に
時
おり
不
適
切
さ
が
み
ら
れ
る

・	
単
語
の
ス
ペ
ル
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に
間
違
い

が
ほ
とん
ど
な
い

・	
十
分
に
幅
広
い
語
彙
を
使
用
で
き、
ॊ
倗
性
や
正
確
さ
も

認
め
ら
れ
る

・	
一
般
的
で
な
い
語
۟
を
使
用
で
き、
表
現
や
組
み
合
わ
せ

に
も
配
綅し
て
い
る

・	
単
語
の
選
択・
ス
ペ
ル
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に

間
違
い
が
散
見
さ
れ
る

・	
課
題
に
対
する
十
分
な
範
囲
の
語
彙
を
使
用
で
きる

・	
一
般
的
で
な
い
語
۟
の
使
用
を
試
み
る
が
、不
正
確
さ
が

見
ら
れ
る

・	
単
語
の
選
択・
ス
ペ
ル
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に

間
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
を
્


する
ほ
どで
は
な
い

・	
語
彙
の
使
用
範
囲
は
限
定
的
で
あ
る
が
、課
題
に
最
低
限

必
要
な
レ
ベ
ル
で
あ
る

・	
ス
ペ
ル
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に
か
なり
の
間
違

い
が
見
ら
れ
、読
み
手
の
理
解
が
困
難
な
場
合
も
あ
る

・	
基
本
的
な
語
彙
の
み
を
重
複し
て
使
用し
たり
し
、課
題
に

不
適
切
な
場
合
も
あ
る

・	
ス
ペ
ル
、語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）の
使
用
は
限
定
的

で
あ
る

・	
間
違
い
が
読
み
手
に
ෛ
担
を
与
える
場
合
が
あ
る

・	
使
用
する
語
彙
と
表
現
が
極
め
て
限
定
的
で
、語
形
成
や

ス
ペ
ル（
ま
た
は
そ
の
両
方
）を
うま
くૢ
作
で
き
な
い

・	
間
違
い
に
よっ
て
メッ
セ
ー
ジ
が
大
きく
緯
ۂ
さ
れ
る

・	
極
端
に
限
定
的
な
語
彙
で
、基
本
的
に
語
形
成
や
ス
ペ
ル

(ま
た
は
そ
の
両
方
）を
うま
くૢ
作
で
き
な
い

・	
片
言
の
言
葉し
か
使
用
で
き
な
い

・	
情
報
や
意
見
を
論
理
的
に
配
置し
て
い
る

・	
全
て
の
؍
点
か
ら
文
章
を
上
手
に
まと
め
て
い
る

・	
段
落
分
け
を
十
分
か
つ
適
切
に
行っ
て
い
る

・	
情
報
や
意
見
が
論
理
的
に
整
理
さ
れ
て
おり
、全
体
を
通じ

明
確
な
連
続
性
が
あ
る

・	
適
切
に
様
々
な
接
続
詞
を
使
用し
て
い
る
が
、使
用
の
仕
方

に
過
不

が
み
ら
れ
る

・	
情
報
や
意
見
の
配
置
に
一
貫
性
が
あり
、概
ね
明
確
な
連

続
性
が
あ
る

・	
接
続
詞
を
効
果
的
に
使
用し
て
い
る
が
、文
書
中
や
文
章

間
(ま
た
は
そ
の
両
方
）の
接
続
詞
が
機
能し
て
い
な
かっ

たり
、機
ց
的
で
あっ
たり
する

・	
ࢀ
র
が
明
確
で
な
かっ
たり
、適
切
で
な
かっ
たり
する

・	
情
報
が
あ
る
程
度
整
理
さ
れ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、全
体

的
な
連
続
性
を
ܽ
く

・	
接
続
詞
の
使
用
が
、不
十
分
で
あっ
たり
、不
適
切
で
あっ

たり
、多
用し
す
ぎ
で
あっ
たり
する

・	
ࢀ
র
や
置

が
不
十
分
な
た
め
に
重
複
が
見
ら
れ
る
場
合

も
あ
る

・	
情
報
や
意
見
は
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、一
貫
性
を
持っ
て
配

置
さ
れ
て
お
ら
ず、
回
答
に
明
確
な
連
続
性
を
ܽ
く

・	
基
本
的
な
接
続
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、不
正
確
で
あ

っ
たり
、重
複し
て
い
たり
する

・	
意
見
を
論
理
的
に
整
理
で
き
て
い
な
い

・	
接
続
詞
の
使
用
は
非
常
に
限
定
的
で
、使
用し
て
い
る
場

合
で
も
、意
見
間
に
明
確
な
関
連
性
を
示
すこ
と
が
で
き
て

い
な
い

・	
文
章
を
整
理
する
能
力
が
ほ
とん
ど
な
い

・	
メッ
セ
ー
ジ
の
コミ
ュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
が
で
き
て
い
な
い

・	
課
題
の
要
件
を
十
分
に
カ
バ
ーし
て
い
る

・	
明
確
か
つ
適
切
に
重
点
ʗ
要
点
を
記
述
、強
ௐ
、説
明
で
き
て
い
る

・	
課
題
の
要
件
に
取り
組
め
て
い
る

・	
(A
)適
切
に
選
択
さ
れ
た
情
報
を
含
む
要
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る

・	
((
T)文
ௐ
に
統
一
性
が
見
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、概
ね
明
確
に
意
図
を
記

述し
て
い
る

・	
重
点
ʗ
要
点
を
記
述し
、十
分
に
強
ௐ
で
き
て
い
る
が
、詳
細
部
分
が
関
連
性

を
ܽ
い
たり
、不
適
切
で
あっ
たり
、不
正
確
で
あっ
たり
する

・	
課
題
の
要
件
に
取り
組
もう
とし
て
い
る
が
、重
点
ʗ
要
点
を
カ
バ
ーし
て
お
ら

ず、
書
式
が
不
適
切
で
あっ
たり
する

・	
((
T)手
紙
の
意
図
を
明
確
に
説
明
で
き
て
お
ら
す、
文
ௐ
が
不
適
切
な
場
合
も

あ
る

・	
重
点
ʗ
要
点
と
詳
細
を
۠
別
で
き
て
い
な
い
場
合
も
あり
、不
明
經
、無
関
連
、

重
複
、不
正
確
な
部
分
が
あ
る

・	
課
題
の
要
件
に
取り
組
め
て
お
ら
ず、
課
題
を
全
く理
解
で
き
て
い
な
い
場
合

も
あ
る

・	
十
分
に
意
見
を
記
述
で
き
て
お
ら
ず、
大

が
関
連
性
が
な
い
ʗ
重
複
で
あ
る

・	
回
答
が
ほ
とん
ど
課
題
と
関
連
性
が
な
い

・	
回
答
が
課
題
と
全
く関
連
性
が
な
い

・	
暗
記し
た
回
答
を
記
述し
て
い
る

・	
課
題
の
要
件
に
大
体
取り
組
め
て
は
い
る
が
、所
々
の
書
式
が
不
適
切
で
あっ
た

りす
る

・	
(A
)明
確
な
要
旨
が
なく
機
ց
的
に
詳
細
を
記
述し
、記
述
を
裏
付
ける
デ
ー
タ
が

含
ま
れ
て
い
な
い

・	
((
T)手
紙
は
時
おり
不
明
經
で
あ
る
が
意
図
が
記
述
さ
れ
て
い
る
、文
ௐ
に
統
一

性
が
なく
、不
適
切
な
箇
所
も
あ
る

・	
重
点
ʗ
要
点
を
記
述し
て
い
る
が
、十
分
に
カ
バ
ーし
き
れ
て
お
らず
、詳
細
にこ

だ
わ
る
傾
向
が
あ
る
場
合
も
あ
る

・	
課
題
の
要
件
を
カ
バ
ーし
て
い
る

・	
(A
)主
要
動
向
、ࠩ
異
、段
階
の
明
確
な
要
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る

・	
((
T)意
図
が
明
確
に
記
述
さ
れ
て
おり
、統
一
性
の
あ
る
適
切
な
文
ௐ
に
なっ

て
い
る

・	
重
点
ʗ
要
点
が
明
確
に
記
述
さ
れ
、強
ௐ
で
き
て
い
る
が
、詳
述
の
余
地
が
あ

る
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段
階

評
価

՝
題

へ
の

ճ


Ұ
؏

性と
まと

まり
語

ኮ
力

จ
法


ࣝと

正
確

͞
・	
課
題
の
全
て
の
部
分
に
完
全
に
取り
組
ん
で
い
る

・	
回
答
に
対し
、関
連
性
の
あ
る
、詳
細
で
十
分
な
裏
づ
け
の
あ
る
理
由
を

提
示し
、確
ݻ
とし
た
見
解
を
示
すこ
と
が
で
きる

・目
立
つ
こと
な
く自
然
に
接
続
詞
を
使
用し
て
い
る

・段
落
分
け
をう
まく
行っ
て
い
る

・	
幅
広
い
語
彙
を
単
語
の
特

を
生
かし
て
自
然
か
つ

洗
練
さ
れ
た
方
法
で
使
用
で
き、ܰ

ඍ
な
誤り
が
ま
れ

に「
うっ
かり
ى
こる
」

・	
十
分
な
幅
の
語
彙
を
使
用
で
き、
ॊ
倗
性
や
正
確
さ
も
認

め
ら
れ
る

・	
一
般
的
で
な
い
語
۟
を
使
用
で
き、
表
現
方
法
や
組
み

合
わ
せ
に
も
配
綅し
て
い
る

・	
単
語
の
選
択・
ス
ペ
ル
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）

に
間
違
い
が
散
見
さ
れ
る

・	
課
題
に
対
する
十
分
な
範
囲
の
語
彙
を
使
用
で
きる

・	
一
般
的
で
な
い
語
۟
の
使
用
を
試
み
る
が
、不
正
確
さ

が
見
ら
れ
る

・	
ス
ペ
ル
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に
間
違
い
が
散

見
さ
れ
る
が
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
を
્

する
ほ
どで

は
な
い

・	
語
彙
の
使
用
範
囲
は
限
定
的
で
あ
る
が
、課
題
に
最
低

限
必
要
な
レ
ベ
ル
で
あ
る

・	
ス
ペ
ル
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に
か
な
り
の

間
違
い
が
見
ら
れ
、読
み
手
の
理
解
が
困
難
な
場
合
も

あ
る

・	
基
本
的
な
語
彙
の
み
を
重
複
し
て
使
用
し
た
りし
、課

題
を
こ
な
す
の
に
は
不
十
分
で
あ
る

・	
ス
ペ
ル
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）の
使
用
は
限

定
的
で
あ
る

・	
間
違
い
に
よっ
て
読
み
手
が
ෛ
担
を
ײ
じ
る

・	
使
用
語
彙
と
表
現
が
極
め
て
限
定
的
で
、語
形
成
や
ス

ペ
ル（
ま
た
は
そ
の
両
方
）を
うま
くૢ
作
で
き
な
い

・	
間
違
い
に
よっ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
きく
緯
ۂ
さ
れ
る

・	
極
端
に
限
定
的
な
語
彙
で
、基
本
的
に
語
形
成
や
ス

ペ
ル（
ま
た
は
そ
の
両
方
）を
ૢ
作
で
き
な
い

・	
片
言
の
言
葉
し
か
使
用
で
き
な
い

・	
文
章
構
成
が
全
くで
き
な
い

・	
暗
記
し
て
い
る
フ
レ
ー
ズ
以
外
に
文
章
構
成
が
で

き
な
い

・	
文
章
の
構
成
を
試
み
る
が
、文
法
と
۟
読
点
の
間
違
い

が
多
見
さ
れ
、意
味
が
緯
ۂ
さ
れ
てし
まう

・	
極
め
て
限
定
的
な
構
文
の
使
用
で
、複
文
構
成
は
め
っ

た
に
な
い

・	
正
確
な
構
文
も
あ
る
が
、間
違
い
が
多
見
さ
れ
、۟
読

点
に
も
間
違
い
が
あ
る

・	
複
雑
な
構
文
の
使
用
は
限
定
的
で
あ
る

・	
複
雑
な
構
文
の
使
用
も
試
み
る
が
、簡
単
な
構
文
と
比

較
し
て
不
正
確
に
な
る
き
ら
い
が
あ
る

・	
文
法
や
۟
読
点
の
間
違
い
が
多
く、
間
違
い
が
理
由
で

読
み
づ
ら
い
こと
も
あ
る

・	
簡
単
な
構
文
と
複
雑
な
構
文
の
両
方
を
使
用
す
る

・	
文
法
と
۟
読
点
に
間
違
い
も
あ
る
が
、コ
ミュ
ニ
ケ
ー

ショ
ン
に
ࢧ
障
の
出
る
よう
な
こと
は
め
っ
た
に
な
い

・	
様
々
な
複
雑
な
構
文
を
使
用
で
き
る

・	
間
違
い
の
全
くな
い
文
章
を
書
け
る
こと
が
多
い

・	
文
法
と
۟
読
点
を
うま
く使
い
こ
な
す
が
、エ
ラ
ー
は

依
然
とし
て
ଘ
在
す
る

・	
様
々
な
構
文
を
使
用
で
き
る

・	
総
じ
て
間
違
い
の
な
い
文
章
を
書
くこ
と
が
で
き
る

・	
間
違
い
や
不
適
切
さ
が
ま
れ
に
見
ら
れ
る

・	
様
々
な
構
文
を
非
常
に
ॊ
倗
に
か
つ
正
確
に
使
い
こ

な
す
こと
が
で
き
、ま
れ
に
ܰ
ඍ
な
誤
り
が「
うっ
か
り

ى
こる
」

・	
正
確
な
意
味
を
伝
達
する
た
め
に
幅
広
い
語
彙
を
流
暢
か

つ
ॊ
倗
に
使
用
で
きる

・	
一
般
的
で
な
い
語
۟
をう
まく
使
用
で
きる
が
、単
語
の
選
択

や
組
み
合
わ
せ
に
時
おり
不
適
切
さ
が
みら
れ
る・
単
語
の

選
択
や
語
形
成（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に
間
違
い
が
ほと
んど

な
い

・	
情
報
や
意
見
を
論
理
的
に
配
置し
て
い
る

・	
全
て
の
؍
点
か
ら
文
章
を
上
手
に
まと
め
て
い
る

・	
段
落
分
け
を
十
分
か
つ
適
切
に
行っ
て
い
る

・	
情
報
や
意
見
を
論
理
的
に
整
理し
て
おり
、全
体
を
通

じ
明
確
な
連
続
性
が
あ
る

・	
様
々
な
接
続
詞
を
適
切
に
使
用し
て
い
る
が
、使
用
の

仕
方
に
過
不

が
み
ら
れ
る

・	
各
段
落
に
は
明
確
な
中
心
主
題
が
ଘ
在し
て
い
る

・	
情
報
や
意
見
の
配
置
に
一
貫
性
が
あり
、概
ね
明
確
な
連
続

性
が
ある

・	
接
続
詞
を
効
果
的
に
使
用し
てい
るが
、文
書
中
や
文
章
間

（ま
た
は
そ
の
両
方
）の
接
続
詞
が
機
能し
てい
な
かっ
た

り、
機
ց
的で
あっ
たり
する

・	
ࢀ
র
が
明
確で
な
かっ
たり
、適
切で
な
かっ
たり
する

・	
段
落
分
け
がさ
れて
いる
が
、必
ずし
も論
理
的で
は
な
い

・	
情
報
が
あ
る
程
度
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、全
般
的
な
連

続
性
を
ܽ
く

・	
接
続
詞
の
使
用
が
不
十
分
で
あっ
たり
、不
適
切
で
あっ

たり
、多
用し
す
ぎ
で
あっ
たり
する

・	
ࢀ
র
や
置

が

不
十
分
な
た
め
に
重
複
が
見
ら
れ
る

・	
段
落
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
な
かっ
たり
、さ
れ
て
い
て

も
不
十
分
で
あっ
たり
する

・	
情
報
や
意
見
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、一
貫
性
を
持っ
て

並
べ
ら
れ
て
お
ら
ず、
回
答
に
明
確
な
連
続
性
を
ܽ
く

・	
基
本
的
な
接
続
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、不
正
確
で

あっ
たり
、重
複し
て
い
たり
する

・	
段
落
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
な
かっ
たり
、さ
れ
て
い
て

も
混
倀
とし
て
い
る

・	
意
見
を
論
理
的
に
整
理
で
き
て
い
な
い

・	
接
続
詞
の
使
用
は
非
常
に
限
定
的
で
、使
用し
て
い
る

場
合
で
も
、意
見
と
意
見
の
間
に
論
理
的
な
関
連
性
を

示
すこ
と
が
で
き
て
い
な
い

・	
整
理
する
能
力
が
ほ
とん
ど
な
い

・	
メッ
セ
ー
ジ
の
コミ
ュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
が
で
き
て
い
な
い

・	
課
題
の
全
て
の
部
分
に
十
分
取り
組
ん
で
い
る

・	
回
答
に
対し
、関
連
性
の
あ
る
、詳
細
で
十
分
な
裏
づ
け
の
あ
る
理
由
を

提
示し
、熟
考
さ
れ
た
回
答
が
で
き
て
い
る

・	
課
題
の
全
て
の
部
分
に
取り
組
ん
で
い
る

・	
回
答
全
体
を
通じ
終
始
明
確
な
見
解
を
示
すこ
と
が
で
き
て
い
る

・	
主
旨
を
示し
、詳
細
と
理
由
を
提
示
で
きる
が
、一
般
Խし
す
ぎ
たり
理
由

の
論
旨
が
明
շ
で
は
な
かっ
たり
する
（
ま
た
は
そ
の
両
方
で
あ
る
）

・	
課
題
の
全
て
の
部
分
に
取り
組
ん
で
い
る
が
、詳
述
さ
れ
て
い
る
部
分
と

そう
で
な
い
部
分
が
あ
る

・	
関
連
性
の
あ
る
見
解
を
示
すこ
と
が
で
きる
が
、結
論
が
不
明
經
もし
くは

重
複し
て
い
たり
する

・	
関
連
性
の
あ
る
主
旨
を
示
すこ
と
が
で
きる
が
、詳
細
に
ܽ
け
たり
、不
明

經
で
あっ
たり
する

・	
課
題
の
一
部
に
の
み
取り
組
ん
で
おり
、所
々
の
書
式
が
不
適
切
で
あっ

たり
する

・	
見
解
を
表
明し
て
は
い
る
が
、侁
開
が
不
明
經
で
あっ
たり
、結
論
が
記
述

さ
れ
て
い
な
い
こと
も
あ
る

・	
要
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、限
定
的
で
あり
、侁
開
が
不
十
分
で
、無
関

係
な
詳
細
が
含
ま
れ
て
い
るこ
とも
あ
る

・	
課
題
の
要
件
に
は
最
低
限し
か
取り
組
ん
でし
て
お
ら
ず、
回
答
が
的
外

れ
で
、形
式
も
不
適
切
で
あっ
たり
する

・	
見
解
を
記
述し
て
い
る
が
不
明
經
で
あ
る

・	
要
旨
を
記
載し
て
い
る
が
、特
定
する
こと
が
困
難
で
あっ
たり
、重
複
、無

関
係
、理
由
づ
け
が
不
十
分
で
あっ
たり
する

・	
課
題
の
ど
の
部
分
に
も
十
分
取り
組
ん
で
い
な
い

・	
明
確
な
見
解
を
示し
て
い
な
い

・	
ほ
とん
ど
意
見
の
記
載
が
な
く、
多
くが
詳
細
と
関
連
性
を
ܽ
く

・	
受
験し
て
い
な
い

・	
課
題
に
取り
組
ん
で
い
な
い

・	
暗
記し
た
回
答
を
記
載し
て
い
る

・	
回
答
は
課
題
と
全
く関
連
性
が
な
い

・	
課
題
に
ほ
ぼ
回
答し
てい
な
い

・	
見
解
を
示し
てい
な
い

・	
意
見を
ひと
つ
;
た
つ
記
載し
よう
と試
みて
いる
が、
詳
細
が
記
載さ
れて
い
な
い
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IELTS受験前のチェックリスト

前もって時間をかけてIELTSの準備をしていきましょう。
初回の試験申し込み前、または再受験の前に、より高いスコアをとるために対策を十分に講じましょう。試験の数週間・数か月前から、下記チェックリスト
を使用して準備することにより、自信を持って試験に臨むことができるでしょう。

•		アクセス方法を確認しましょう。集合時間通りに到着できるよう、	試験会場への俢順を確認しましょう。前日のには十分なٳଉをとり、当日
リラックスできるようにすることをおすすめします。

•		練習問題、解答、試験官のコメントが掲載されているIELTS	公式練習問題集（２巻を発ച中）を利用しましょう。インターネットもしくは近
くの試験センターで購入可能です。ieltsessentials.com/global/prepare/practicebooksでご確認ください。

•		IELTSプログレス・チェック（模擬テスト）を受験し、IELTSの専門採点者による評価付き採点結果を受けてみましょう。
ieltsjp.com/study-for-ielts/ielts-progress-check/

•		コンピューターで受験するIELTS（リスニング、リーディング、ライティング）のサンプル画面などをみて、事前に試験の準備をしましょう。
ieltsessentials.com/oncomputer

•		IELTS準備対策用書籍が書侂やネットで購入可能です。ieltsessentials.com/global/prepare/practicebooksで人気書籍を検索してください。

まͣ最ॳに 完了したらチェック

࿅श問題をղく

•		可能な範囲で、手紙、メール、メモを英語で書いてみましょう。

•		英字新聞や雑誌などの出版物を定期的に読みましょう。

•		集合時間通りに到着できるよう、試験会場までの移動時間には十分余裕を持って出発しましょう。

•			パスポートを持ࢀ: IELTS申込時に提出したものと同一の身分証明を持ࢀする必要があり、持ࢀしない場合、	受験できません。

•			筆記۩の持ࢀ:	試験に必要な鉛筆、消しΰム。

•		英語のラジオ、テレビ、ө画を視聴し、アメリカ、オーストラリア、イギリス、カナダ、ニュージーランドなどの様々なアクセントの英語を
聞くようにしましょう。

•		英語の上達には、英語の語学コースを受講するのが最ળの方法です。講ࢣからのフィードバックは、スピーキング、リスニング、	リーディング、ラ
イティングに必要なスキルを৳ばすのに役立ちます。

•		試験に登録します。
お近くのテストセンターの検索や試験申し込みは	ieltsjp.com	にてご確認ください。

•		IELTS準備コースは、英語の上達とは関係ありませんので、英語の語学コースとは異なっております。IELTS	準備コースは、IELTS テストの
問題に慣れるのに役立ちます。IELTS準備コースに関する詳細情報については、お近くのIELTSテストセンターまでお問い合わせください。

•		スコアを提出する大学、公共機関、企業、各種団体で必要とされるIELTSのスコアを確認してください。ieltsjp.comでIELTSを採用する10,000
以上の団体のリストを検索することができます。お୳しの組織が見つからない場合は、直接その団体に問い合わせてIELTSの要件をチェックし
てください。

試験前日

試験当日

ຖ日英語を༻する

英語の্ୡ

•		友人や家族と英語で話してみましょう。

•		「InGormation	Gor	$andidate	CooLlet」や「受験者への注意事߲」を再読し、試験の形式やنଇについて確認しましょう。

•			ieltsjp.com/study-for-ielts	で入手可能な無料のIELTSサンプルテストを解いてみましょう。	
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テスト当日の流れ

テスト当日の流れを把握して、心構えができた状態で到着しましょう。
そして、テストでベストを尽くすことに集中しましょう。
リスニング、リーディング、ライティングは連続で行われ、常に同じ日に行われます。３つのテストの順番はペーパーまたはコンピューターで異なります。スピーキ
ングテストは、テストセンターにより異なり、同日、もしくは他の３つのテストの前後7日間に実施される場合があります。

IELTSテストは、受験生やIELTSに関係する各組織を不正行為から守るための洗練されたバイオメトリックセキュリティ対策を実施しています。以下は、試
験当日の大まかな流れです。

余裕を持ってIDチェックと教室入室ができるよう、試験会場に早目に到着するようにしま	しょう。受験確認書で、詳細を確認してください。遅刻した場
合は、テストを受けられないことがあります。

早めの到着

（宗教上の理由を除いて）テスト教室に私物は持ち込めません。試験日にはIELTSスタッフが、皆様の持ち物をお預かりし安全な場所に保管します。
テスト教室で禁止されている持ち物は、	腕時計、携帯電話、ノートパソコン、カメラ、帽子、マフラー、財布、本、メモ、食べ物などです。

手荷物について

テスト当日のIDチェックの際には、IELTSスタッフが身分証明書（ID）を確認します。IDは、テスト予約時と同じIDでなければいけません。また、有効（期
限切れでない）で、本人であると確認できる写真である必要があります。
テストセンターでテストを予約した場合、写真と指紋のスキャンがすでに行われているかもしれません。そうでない場合は試験当日、到着時に実施さ
れます。テスト会場に入る前に、本人確認のためにもう一度指紋認証します。

ID チェック

テスト会場に入る時間になると、IELTSスタッフがみなさんの座席に案内します。メモを取ってはいけません。他の受験者と話してもいけません。質問
がある場合は、手を挙げれば、IELTSスタッフが手伝ってくれます。机の上には、透明な容器に入っている水しか置いてはいけません。

テスト会場への入場

テストのインストラクションが読まれている間や、試験官の指示がない限りは席を立ってはいけません。テスト教室を離れてそれ以外の時間にテスト
教室を離れてトイレに行く必要がある場合は、手を挙げてIELTSスタッフに尋ねてください。

休憩

何か問題がある場合は（例：間違った用紙が与えられた、指示が聞こえない、または気分がすぐれないなど）、手を挙げてIELTSスタッフに知らせてく
ださい。IELTSスタッフは問題の説明を行うことはありません。

サポートを求める

解答用紙が回収され、席を立つように言われるまで、座席を離れてはいけません。早く終わった場合でも、テストが終了して解散の指示があるまで静
かに待つ必要があります。メモや資料は机の上に残しておかなければいけません。自分の手荷物を受け取り、試験会場を出ます。

試験終了時

暫定結果はresults.ieltsessentials.comで確認出来ます。また正式な結果として成績証明書が発行されます。登録時の指定内容に応じ、成績証明
書は郵送、またはテストセンターでの受け取りが可能です。

　　　	コンピューターで受験するIELTSの暫定結果：試験日から5〜7日後

　　　	紙で受験するIELTSの暫定結果：試験日から13日後

試験結果
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結果の受け取り
４つのスキル(リスニング、リーディング、ライティング、スピーキング)の各スコアおよび総合評価
としてのオーバーオール・バンドスコアを通知する成績証明書が送付されます。
1（最低）から9（最高）までの各バンドスコア内ではさらに0.5刻みでスコアが表示されます。ieltsjp.com/test-guide/get-ielts-results でスコアの決定とスコア解
釈に関する詳細が確認できます。	

結果はオンラインで確認が出来、成績証明書も発行されます。なお電話、FAX、メールでの結果は通知はしておりません。

受験者自身が受け取る成績証明書は1通だけです。成績証明書を再発行することはできませんので、大切に保管してください。テストセンターは、成績証明書
を５つまでの団体に無料で送付します。

試験日から最長２年まで成績証明書は入手可能です。
成績証明書の送付依頼は、テストセンターまでお問い合わせください。

試験を受けてから英語のレベルをキープしている、
もしくは上がったという証拠を提出しない限り、通常
2年以上前の成績証明書を受け入れることはありま
せん。IELTSテストパートナーは、2年以上経過した試
験結果を有効とはみなしません。

 結果の有効期間

ペーパーで受験するIELTSは試験後13日後、コンピ
ューターで受験するIELTSは試験後5〜7日後にオ
ンラインで暫定結果を確認できます。オンラインで
表示された結果は、正式な成績証明書として使用で
きません。

 結果をオンラインで事前確認

IELTSの再受験には制限はありません。受ける準
備が整ったと思ったらすぐにテストの登録をする
ことができます。但し、試験を受け直す前に英語力
向上のためにある程度勉強しないと、スコアは簡
単に上がらないことにも注意してください。詳細は
IELTSessentials.com/resittingにてご確認ください。

 IELTS 再受験

試験結果に不服がある場合は、受験したセンターで
再採点（結果に関する問い合わせ）を申請することが
できます。試験日から6週間以内に申請する必要があ
ります。どの試験科目を再採点するかを選択できま
す。このサービスには手数料がかかりますが、点数が
上がった場合には返金されます。再採点の結果が戻
ってくるまでには2週間から4週間かかります。

 結果についての問い合わせ

results.ieltsessentials.comにアクセスすると各セク
ションごとの暫定結果（バンドスコア）だけでなく、
結果のフィードバックと次回の受験に活かせるアド
バイスをみることが出来ます。

 アドバイス付きの試験結果
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1. 希望テスト会場の検索 3. 受験確認書の受領

2. 登録を行う

すべてのIDP	 IELTSテストセンターの連絡先の検索や、オンラインでの
テストの予約は、ieltsjp.com/ielts-test-datesで行うことができます。ま
た、テストセンターによっては、ここから申請書をダウンロードし、直接
提出または郵送することが可能です。 

テストセンターは、受験確認書により試験日時等当日の詳細をお知らせ
いたします。スピーキングテストは、他の3つのテストと同日または前後
7日間に行われます。テストセンターよりスピーキングテストの時間をお
知らせいたします。

IDP	IELTSテストセンターの連絡先は全て、ieltsjp.com/ielts-test-datesで検索
可能で、ここからオンラインでのテスト予約を行うこともできます。テス
トセンターによっては、申請書をダウンロードして直接または郵送提出
することができます。郵送での申請が受付け可能かどうかは、テストセ
ンターに確認してください。

申し込みの際、身分証明書の鮮明なカラースキャンもしくはコピーを添
付し、身分証明書の番号を記載してください。身分証明書は登録時に有
効である必要があり、試験当日にも同じ身分証明書を提示しなければ
なりません。

お近くの
テスト会場の検索

140カ国にて1,200会場以上のIELTSテスト会場があります。
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試験準備に	
役立つ情報

IELTSテストの準備に役立つ様々な方法を
IDP Educationは提供しています。

IELTSessentials.com/masterclass 

IELTSマスタークラスに参加しよう

IELTSessentials.com/purchase 

IELTSは、試験の形式と質問の種類を理解するのに役立つ公式練習集を
２巻発行しています。どちらにもリーディング、リスニング、ライティング、ス
ピーキングのサンプル問題を掲載しています。

IELTSマスタークラスは、評価基準、試験で避けたいよくあるミス、試験官が
採点時に見る点を理解するのに役立つ無料のセミナーです。	

IDP EducationはMacquarie Universityと提携しIELTS受験者のための無料の
オンライン準備コースをご用意しました。お申込み後にテストセンターより30

日間利用が可能なリンクが送られるのでそちらからアクセスしてください。

 IELTS公式問題集を入手しよう

無料オンラインコースにアクセスしてみよう

IELTSプログレス・チェックを購入するとIELTSの専門採点者による評価付き
のオンライン模擬テストを受けることができます。模擬テストの回答後、5営
業日以内にIELTSプログレス・チェックのレポート（IELTSバンドスコアが記載
された、専門の採点者による公式なフィードバック）を受け取れます。

IELTSプログレス・チェックを受けてみよう

ieltsjp.com/study-for-ielts/ielts-progress-check/ ieltsjp.com/study-for-ielts/preparation-course-online/
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ELTSエキスパートにより随時更新される公式ブログは必読です。ぜひ読ん
で、シェアしてください。

公式ブログを読んでみよう

IELTSessentials.com/global/blog youtube.com/user/IELTSEssentials

公式YouTubeチャンネルではIELTSの受験準備に役立つ情報が満載です。
テストで成功するための最新のアドバイスやヒントを得るために今すぐチェッ
クしてみてください。

公式YouTubeチャンネルを観てみよう

IELTSニュース、イベント情報、テストの空き状況など、最新情報を知りたい方
は、LINEで友達追加をお待ちしています。

公式	LINE	で最新情報を受け取ろう

IELTSエキスパートのDon Oliver（ドン・オリバー）が解説をする約40分間の
ビデオでIELTS対策のアドバイスを余すことなく受けられます。IELTSアドバ
ンテージは無料で、今すぐ視聴できます。

「IELTSアドバンテージ」を観てみよう

IELTSjp.com/study-for-ielts/ielts-training-videos 　

グローバル
コミュニティに参加

実践的で役立つヒントが満載です。
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Notes
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